
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分に話しかける言葉を「セルフトーク」といいますが、人は１日に４万～６万回もセルフトークしている

そうです。言霊（ことだま）の考え方からすれば、膨大な数の言葉が自分自身に影響を及ぼしていることに

なります。顧客とはもちろんのこと、セルフトークもできるだけ明るく前向きな言葉を選びたいものですね。 

よく働きよく遊ぶ人に

幸運が訪れる運勢。興

味のあるお誘いがあれ

ば参加すると吉。楽し

みながら運気ＵＰを！ 

物事が思うように進ま

ない月です。しかしト

ラブルが発生したら

「この程度で良かっ

た」と捉えれば開運に。 

これまで低迷期だった

人もここで運勢は上昇

し物事が順調に進む

月。過去の問題は早め

に解決することが吉！ 

寛容と忍耐がポイント

となる月です。守りの

姿勢でゆっくり歩み目

上に対しては謙虚な態

度を心がけましょう。 

【社長の自宅の名義について】 

 

ある会社の社長から「自宅を購入する場合、個人名義と会社名義の

どちらが良いでしょうか」という質問がありました。このような場

合、自宅を会社名義にすることで土地建 

物に関する不動産取得税や登記にかかる 

登録免許税などの費用が経費として処理 

できます。また購入資金を借入した場合 

は、その利息についても経費として処理 

できます。さらに建物の減価償却費や、 

所有している間にかかる修繕費についても同様に経費とすること

ができます。しかし会社は、社長から社宅利用料として家賃を徴収

し収入に計上する必要があります。とはいえ、その金額については

世間相場より安く設定することができます。このように税金などの

面で考えると、自宅を個人名義より会社名義にしたほうが、経費と

しての処理方法や安い家賃など多くのメリットがあります。デメリ

ットとしては借入をする場合、会社名義では住宅ローンを組むこと

ができないので、一般的には毎月の返済や利息の支払いが個人名義

の場合より増えることが多いでしょう。さらに住宅ローンを利用す

れば万一、返済中に亡くなったとしても団体信用生命保険により残

金を返済する必要はなくなりますが、このような恩恵も受けられま

せん。不動産の名義を変更することは容易ではないため自身の置か

れた状況を踏まえた上で慎重に判断しましょう。 
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ます。長きにわたり愛される理由は、時代に合わせた進化です。世話をして育てるコン

セプトは変わりませんが、通信機能の追加やスマートフォンアプリとの連携などの新た

な楽しみ方や『スター・ウォーズ』のような映画やアニメとのコラボによる新製品など

でファンを飽きさせません。はやり廃りの波を軽やかに乗りこなしてきた好例です。 

デジタルペットの先駆けである「たまごっち」。１９９７年に爆

発的なブームとなり、そして今も幅広い年齢層に支持されてい 

今月の商売のヒント：【『論語』と「鍋奉行」】 

 

鍋料理を囲むとき、頼まれてもいないのにその場を仕切る人のことを「鍋奉行」と呼びます。最初から最後

まで全て自分で作ってしまうタイプ。食材の切り方や入れる順番、さらには食べるタイミングまで事細かに

指示するタイプ。色々な鍋奉行がいますが、必ずしも鍋料理にたけているわけで 

はありません。仕切りたがりな人に対する皮肉を込めて「鍋奉行」と呼ぶことも 

あります。鍋奉行だけを集めて鍋パーティーをやったらどうなるか？そんな実験 

をした人がいます。結果からいうと「めちゃくちゃうるさい！」の一言だったそ 

うです。全員にこだわりがあり、それを譲らない人たちの集まりなので当然と言 

えば当然のこと。実験の主催者は「これが職場だったら・・・」と苦笑いしてい 

ましたが、確かに仕切りたい人ばかりの職場を想像するとげんなりしますね。 

経営者でも鍋奉行タイプの人がいます。人に指図ばかりしたり、逆に何でも自分でやらないと気が済まなか

ったり。経営者の仕事は「決断」だといわれます。決断とは、心をはっきりと決め、きっぱりと断を下すこ

と。ところが鍋奉行タイプの経営者は、決断を「仕切ること」だと勘違いしているようです。仕切りたがり

な人は人に指図をします。リーダーシップのある人は人との対話を大事にします。「俺についてこい！」と部

下をグイグイ引っ張っていくリーダー像が輝いた時代もありましたが、今は人を巻き込んでチーム力をいか

す力が求められているようです。平時のときは「After you（みんなを見守っているよ）」。有事のときは「Follow 

me（私についてきなさい）」。そんな姿勢が支持されそうです。 

古典から読み解けば『論語』の中庸という教えからもリーダー論を学ぶことができます。Ａ案とＢ案がある

場合、双方に良いようにするわけではなく、間を取るわけでもなく、両方の話をよく聞いて、その上で全く

新しいＣ案を出す。偏りのない「中」をもって道をなす概念でリーダーシップを捉えると、全く新しいＣ案

という決断に至るのでしょう。中庸には及ばずとも、鍋も商売も指図より対話で進めて、みんなで分かち合

いたいものですね。 

【護られなかった者たちへ】 
--------------------------- 
映画化された中山七里の社会
派ミステリーです。東日本大震
災から９年後に起きた連続殺
人事件。なぜ被害者は餓死させ
られたのか。出所した模範囚は
何を追っていたのか。中盤から
ラストにかけては、一気に読ま
ずにいられなくなる一冊です。 
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